
　昨年12月に発表された滋賀県の「2012
年観光入込客統計調査結果」から、県内
を訪れる外国人観光客数の推移をみて
みたい。10年前の2003年の外国人観光
客数は79,459人だったが、その後、県の
国際観光推進事業が強化された効果な
どから、08年には205,524人と順調に
増加した。その後、リーマン・ショックや
東日本大震災などの影響から、11年に
は125,628人に落ち込んだが、12年に
は141,059人（前年対比＋12.3％）と再
び増加に転じた。
　外国人観光客数の増加とそれに伴う旅
行消費の拡大は、地域経済活性化の起爆
剤と期待されており、国も成長戦略の一

つにかかげている。今後、ラグビーＷ杯
（19年）や東京五輪（20年）など、さらなる
訪日外国人の増加が見込まれる。
　滋賀県でも、関西国際空港と中部国際
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空港の中間に位置する好立地や琵琶湖と
その周辺設備を生かし、例えばラグビー
Ｗ杯や五輪のカヌーやボート競技のキャ
ンプ地として海外に売り込みをはかるな
ど、より積極的に外国人観光客を誘致す
ることが期待されよう。

（（株）しがぎん経済文化センター 上村 彰吾）

外国人観光客数は前年比12.3％の増加
旅行消費拡大へ、地域経済の活性化を期待

外国人延べ観光客数（滋賀県・2003年～12年）
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　正月休みに一冊の本を手に取りました。数

学者の岡潔氏と文芸評論家の小林秀雄氏

との対談集『人間の建設』（新潮社）は、相対

性理論から教育問題、絵画から日本酒と多

彩なテーマを縦横無尽に語り、「古さ」のなか

に「新しさ」を感じさせる内容でした。

　その中で最も印象に残ったテーマが

「素読教育」です。素読教育については、

記憶力が旺盛な幼少期に何度も繰り返し、

諳んじ、言葉を発し、丸暗記することで、そ

のものの持つ本質が理解できるとされてい

ます。『論語』や「ならぬことはならぬもので

す」で有名な会津藩の『什の掟』もその一

例で、文言を何度も読み込み覚えれば、当

初は分からなかったその真意がいつしか

理解できる、いわば「読書百遍義自ずから

見る」との趣旨です。

　例えば、『論語』はその人の年齢や経験に

よりさまざまな意味に取れるもので、そうした

意味からすれば、ひとつの解釈だけを教え

込むことは実に曖昧な教育であり、むしろ「す

がた」（言葉そのものの）に親しむ、換言すれ

ば、丸暗記こそが重要と説いています。

　確かに、私たちは幼少期に「九九」を覚え

て以来、そのものの意味を深く考えることな

く、学問や日常生活の中で活用し続けていま

す。その一方で、「文法・英文解釈」中心に、

いわば理詰めで勉強してきた「英語」は、仕

事や日常生活に十分生かせていません。

　一見、無駄で、非効率に思える「素読教

育」ですが、合理性・効率性一辺倒の現代教

育において、すっかり忘れ去られた“大切なも

の”があることに気づかされた“一冊”でした。

「素読教育」
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　本格的なドイツパンが評判の日
野町にある「大地堂」。麦から育て
るパン屋さんとしても有名だ。
　その代表商品が「100％ディ
ンケルブロート」。名前の通り
ディンケル小麦100％で作られ
たパンで、表面はカリッと香ばし
く、生地はしっとり食べやすいの
が特長だ。
　そもそもディンケル小麦とは小
麦の原種の一つ。一般の小麦と比
べてビタミンやミネラルを多く含
み、栄養価が高く、独特のナッツ

のような風味豊かな古代麦だ。そ
れを大地堂では一から栽培してい
る。当初は、種子を輸入するのに
も苦労したが、今では日野の風土
に合った栽培方法を確立させた。
　ただ、パンづくりは一般の小麦
よりも大変だ。収穫した小麦をみ
て挽き方などを調整し小麦粉を
作る。その日の湿度などで状態が
変わる小麦粉を見極め、生地の
水分や焼き方を変える。手間と時
間をかけたパンは古代麦の魅力
が最大限に生かされている。
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大地堂
日野の風土で育てた「100％ディンケルブロート」
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休日に「ＮＩＳＡセミナー」を開催
－２月13日は「NISA（ニーサ）の日」－

　当行は、2013年12月14日（土）に「ＮＩＳＡ（少額投資非
課税制度）セミナー」をホテルボストンプラザ草津で開催し
ました。
　昨年12月末で終了した証券優遇税制に代わり、今年１月
から導入された新たな制度「ＮＩＳＡ」の活用方法について
詳しく解説するもので、午前・午後と２回開催し、あわせて
131名のお客さまにご参加いただきました。
　セミナーは２部構成で、第１部では、金融・投資 教育コン
サルタント・ファイナンシャルプランナーの須原光生氏を講
師に迎え、「しあわせな人生を実現する おもしろ投資術」と
題して講演。第２部では、ピクテ投信投資顧問株式会社によ
る「ＮＩＳＡを活用した投資手法」について具体的な事例を
交えながら講演いただきました。

　また、毎年２月13日が語呂合わせから「NISA（ニーサ）の
日」として登録されました。「貯蓄から投資へ」の流れの中、当
行は今後もお客さまの運用のお役に立てますよう「ＮＩＳＡセ
ミナー」の開催を予定しています。詳しくは営業統轄部個人推
進グループ（0120-167-142）までお問い合わせください。

ＮＩＳＡのポイントについて解説する講師
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